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1. ネコの脊髄視蓋路について
小林正直(千大第三解剖) 
Nauta法が用いられるようになってから，上丘の線
維結合関係も一層詳細にされ，網膜からの網膜上丘路お
よび視覚領からの後頭上丘路は，主としてその浅髄層と
浅灰白層に，また，身体知覚運動領の一部から生ずる皮
質上丘路は中間髄層と中間灰白層にそれぞれ終止するこ
とが明らかになった。しかし，脊髄から起こる脊髄視蓋
路については，いずれの層に至るのか明白でない。そこ
で，演者は 15匹のネコを用い，その第 3頚髄から下部
延髄に至る聞の種々の高さで，半切ないし部分的傷害を
与え， Nauta圃 Gygax法で染めた連続標本で，脊髄視蓋
路を調べてみた。その結果，本束は主として交叉性で，
脊髄視床路と経過をともにするが，中脳高に至ると後者
から分かれて上丘の腹外側部に向かい，ついで、，その中
間髄層と中間灰白層で終わることがわかった。なお，本
束の起始核については，これまで外側頚核とする説が有
力であったが，これに直ちに賛成することはできなかっ
た。 
2. 医学領域におけるシミュレーションの二三の応用
伊藤耕三，多紀英樹，土屋和子
伊藤彰時，池田信次郎，小山磐
(千大公衆衛生) 
Simulationには， all man simulation，all machine 
simulation，man-machine simulationがある。近年こ
れらの simulationは臨床・公衆衛生を問わずその価値
が認識され，応用例も珍らしくない。
われわれはモンテ・カJレロ法を使って，医学領域の中
の二，三の問題について解を求めたので、ここに報告する。
その一つは待合わせ問題である。病院における診察室
や集団検診の際の待合わせ問題を，ポアソン到着，サー
ビス時間は指数分布として，種々のケースにつき検討し 
7乙。 
3. 組織培養によるマウス，ハムスター， ヒト胎児線
維芽細胞，および，サル腎細胞の悪性変換実験
関谷宗英，桑田次男(千大細菌)
正常マウス，ハムスター，ヒト胎児線維芽細胞，およ
び，サル腎細胞の単層静置培養初代，あるいは 2代のシ
ートを，発癌剤 20-MC(5%WjWディスク)，および， 
4-NQO (10-5"，5 X 1O-7M)で数日間処理し，顕微鏡下
で、観察を続けた。マウスでは， 20-MC，4-NQO両者と
も100目前後で変換 (Transformation)をみた。すな
わち，形態の変化，増殖率の上昇，細胞配列の乱れ，多
層シートの形成，少数細胞 (102"， 103) の立ち上がり，
培養ピンからの易剥離性等である。目下悪性変換を同系
ホスト復元接種により観察中であるが，陽性例をみてい
ない。ハムスターでは， 35目前後で 4-NQOによる変換
をみたが，復元接種を行なっていない。ヒト胎児，サJレ
腎では，現在約 50日目で変換をみていない。 
4. 癌原性物質および，ウイルスによるマウスの発癌
実験
中村和成，桑田次男(千大細菌)
発癌剤 20ーメチJレコランスレンを， トリー Nー カプリリ
ンに溶解し， CFW系マウスの肩肝間皮下に接種し， 4 
日後，ラウス肉腫ウイ Jレスを，ニワトリヒナに接種して
できた肉腫細胞を，同所に接種して，観察を続けた。対
照は 20-MCのみのものとした。約 4カ月聞に，肉腫の
発生が見られたが，対照との聞に有意の差は認められな
かった。
次に，それによってできた腫蕩を，ニワトリヒナに接
種したが陽J性例はみられず。同時に， in vitroにて，そ
の細胞を，ニワトリ匪線維芽細胞と接触培養し， 6代継
代後，ニワトリヒナに接種したが陽性例はみられなかっ 
fこ。
以上の結果より， RSV -genomeが， ラウス肉腫細胞
から，マウスの肉腫細胞へ移らなかったということがい
える。 
5. 	 日本住血吸虫症における，肝生検の診断的意義
伊藤 進，瀬田勝雄，本村八重子
沖津茂次郎，内藤敬一，御園生正紀
森 博道 (千大第一内科)
過去 10年の肝生検例において，日本住血吸虫症 10例
を経験した。全例，肝腫大または肝機能異常 (BSPおよ
び血清穆質反応)の精査を目的として入院した。
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全例において虫卵は門脈域に集援しまたは小葉内に散
在性に認められ，虫卵周囲の flbrousencapsulationが
みられるが，線維増殖および細胞浸潮の程度は軽い。肉
芽性炎症像をみる部分もあるが，肝小葉内隔壁形成の傾
向はまだみられない。虫卵周囲の肝実質細胞に好酸性変
性のみられる例では，肝細胞全体の組長芸化をみとめ，こ
れは中毒作用と関連した，びまん性の肝細胞障害と考え
られる。
これらの例はすべて感染後 5ないし 10年以上を経過
し，自他覚症状軽く，いわゆる chronicmild hepatic 
Schistosomiasisで，虫卵の検出が困難であり，肝機能
上では慢性肝炎などとの鑑別が必要である。肝生検は免
疫学的診断法とともに有意な検査法と考える。 
6. 甲状腺機能充進症の Pyridoxal-5・phosphate(PAL-
P)，mercazol併用療法について
上野高次，高木良雄，椙村正義，小山千明
土屋幸治，宍戸英雄 (千大第一内科)
甲状腺機能充進症の抗甲状腺剤として Methiocil 
Mercazol，Propylthiouracilがありその作用が組織に
対し非可逆的変化でない点が外科的療法， 131I療法より
すぐれているが，他方，治療期間，再発例，副作用の点
で問題がある。この観点から PA-L-Pと mercazol併
用療法を行ない症状消失の早期化および副作用発現の低
下の可能性について検討した。対象として当科外来の甲
状腺機能尤進症 27例に PAL-P Mercazol併用を， 28 
例に Mercazol単独療法を行ない両者を比較検討した。 
1) 臨床症状(震顛，心停充進，微熱頻脈，るいそう)
は2ヵ月の治療で全例に改善を認めたが併用群が単独群
に比し速効性であった。 2)B.M.R. T3-R.S.U.は臨床
症状の好転とともに，あるいはそれより早く改善され，
併用群は 2ヵ月で 89%が軽快し，単独群は 66%であっ
た。 3)併用群は 2ヵ月で肝機能検査成績は B.S.P.で著
明な改善を見，穆質反応は不変であった。抗甲状腺剤と
しての Mercazolに Pyridoxal-S-phosphate(P ALP) 
を併用すると，さらに速効性を示し，また副作用を防止
し得る点一応試みるべき治療法と考える。 
7. 腎内循環と腎機能
東条静夫，土屋尚義，西原法，山本駿一
若新政史，小林豊，鈴木治男，狩野洋子
鈴木清麿 (千大第一内科)
目的:近時腎濃縮稀釈機構における Countercurrent
系としての髄質血流の意義について種々の検討が試みら
れている。われわれもその定量化の手段として色素稀釈
法，微小交叉熱電対法を採用し生理的稀釈・濃縮時，惨
透圧利尿時，血圧下降時，静脈圧上昇時などの髄質流量
の定量化に成功し尿生成機構に演ずる役割に関して 2，..."" 
3の見解を報告して来た。今回はこれらの生理的状件下
の知見を基礎に臨床的に繁用される血管作働薬で他働的
に腎血行動態を変動せしめた場合の腎機能への反映を検
討した。方法:ぺントパルピタール麻酔犬(10，，"， 15kg， 
生食水点滴〉の腎皮質，髄質内にそれぞれ微小交叉熱電
対刺入，留置ガルパノグラフに接続して実験期間中持続
的に描記。実験終了後既に発表した方法に従って定量
化。同時に尿管カテーテルにより両側輸尿管尿を経時
的に採尿， uv，Cthio，CPAH，FF，Cosm，CH20，uj 
Posmを測定，電気血圧計により観血的に血圧持続描
記。 l側腎動脈より薬物 (Norepinephrine，Papaverine 
hγdrochloride，Nicotinic Acid，Hydralazine，Ami-
nophiline，Cyclandelate，Isoxsuprine hyprochloride， 
Tocophery l-N itra te)注入。成績ならびに結論:
①薬物の作用は臓器特異性が強い。②腎に対してはそれ
ぞれ腎内循環動態および尿生成に対して固有の態度を示
す。③髄質血流は尿生成に一定の重要な役割を担ってい
る。 
8. 胃癌の進達度について
(特に X線，内視鏡診断の立場より)
西沢護，塚田隆憲，林 学
細井董三，大島仁士，白浜龍興
丸山雅一，瀬JlI五雄
(千大第一内科)
胃癌の深達度について，術前のX線，内視鏡診断の意
義を考察すベく， 
① m群 63病変，② Sm群 15病変，③ Pm群， S群 
105病変について肉眼形態を分析し， 次のような項目を
考察した。 
[ 1 J 隆起型，陥凹型のおのおのについて 
m群， Sm群の肉眼形態を比較検討した。 
[2J 肉眼的に早期癌類似の進行癌，進行癌類似の早
期癌について考察した。 
[3J 胃癌の大きさ，深達度，型について分析し，特
に微小胃癌の深達型について考察した。
以上の事項より，陥凹が不整形であり，著明であれば
ある程，またその辺縁の隆起が著明であればある程進行
癌であり，一方，表面の隆起，陥凹の少ないものは早期
癌といえそうである。
